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曲線(1)上の点 )95,( 23  tttt における接線は 

 952)1103(95))(1103( 232232  ttxttttttxtty  

これが )6,3( を通るとき 

 952)1103(36 232  tttt  03042 23  ttt  0152 23  ttt  0)3)(5(  ttt  

0≧t となるのは 3,0t である。 0t のとき、接線は 9 xy 。 3t のとき、接線は xy 2 。 
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dx

dy
より、 

曲線(1)の増減は右の通り。 
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
 より、線分 PRPQ, および 

曲線(1)のQから R の部分で囲まれた領域は、右図の網掛部である。 

 

0≦x の部分は三角形であり、求める面積は 
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